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ロ頭発表の方法

1．種別

次の2種類のどちらかを発表者が選択して申し込む．

・第1種講演く講演5分，質疑2分＞：新しい研究成

　果の要点・概要等を発表する．

・第2種講演〈講演10分，質疑5分＞：よくまとまっ

　た段階の研究成果を発表し討論する．予稿は明確に

　構成記述され，必ず1章を設けて主張の明らかなま

　とめまたは結論が明記されたものでなければならな

　い．講演企画委員会は予稿をチェックし，第1種に

　　振り替えることがある．この場合，委員会は申込者

　　に連絡する．

　なお持ち時間は，申込総数によっては上記よりも短く

なることがあり得る．

2．申込件数の制限

　1人（連名の場合，同一講演者）で申し込める口頭発

表は1件に限る．ただし，独立したテーマの研究に限

り，第1種講演1件の追加は認める．

ポスター・セッションの方法

1
．
概 要紹介に引き続きポスターの前で説明を行う．ポ

　スター発表の申込みが多い場合は，2回以上に分け

　て行う．

2
． ポスター・セッショソは30分～1時間でこの間は口

　頭発表は休憩とする．
3
．
概 要紹介は直前の口頭発表のセッショソ（3会場の

　いずれか一つを講演企画委員会で指定する）で講演

　者自身が行う．時間は2分間でOHPまたはスライ

　　ドを1枚だけ用いることができる．

4
． ポスターは事務局の指定した場所に提示する．な

　お，提示板に余裕があれば大会期間3日間を通じて

　　掲示することもでぎる．

5
． ポスターの掲示および撤去は講演者自身が行う．な

　　お提示に必要な鋲またはテープは事務局で用意す

　　る．

6
．
掲 示板は90cm（縦）×180cm（横）である．ただし，ポ

　　スターは大ぎな紙一枚に書く必要はない．例えば，

　　B4サイズの紙に分けて描き，当日掲示板に並べて

　　もよい．

7．ポスターには講演題目と講演者名を明記する．文字

　や図は2～3m雑れても，はっきり分かるように書
　　く．

講演企画委員会からのお知らせ 研究会活動への援助について

　講演企画委員会では，大会期間中またはその直前・直

後に会員が自主的に運営する研究会活動に対し，一般の

会員が自由に参加できることを条件として，可能な援助

をします．具体的には，大会プ・グラム等への掲示，講

師を呼ぶ場合の報酬・交通費などの資金，会場・機器の

手配，時間の調整などが考えられます．支援を希望する

方は，右記の事項を明記の上，講演企画委員会へ申し込

んで下さい．

申込先・申込期限：一般講演と同’じ

記入事項　1．

　　　　　2．

　　　　　3．

　　　　　4

5
．

会の名称とテーマ

代表者の連絡先

希望日時・開催場所

予想参加人数

希望する支援内容
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